
●
犯
罪
の
種
類
と
傾
向

町
で
は
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
車
上
狙

い
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
空
き

巣
や
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
の

盗
難
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

4
種
類
の
犯
罪
は
、『
身
近
な
犯
罪
』

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
に
車
上

ね
ら
い
・
ひ
っ
た
く
り
・
わ
い
せ
つ
犯
罪

の
合
計
7
種
類
が
含
ま
れ
ま
す
。

『
身
近
な
犯
罪
』
と
は
街
頭
な
ど
で
発

生
す
る
犯
罪
や
安
全
な
日
常
生
活
を
脅
か

す
犯
罪
で
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
や
外
出

す
る
時
間
が
増
え
る
と
、
犯
罪
は
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

警
察
で
は
、
巡
回
を
増
や
し
、
啓
発
活
動

に
も
力
を
入
れ
、
防
犯
対
策
を
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
防

犯
・
検
挙
に
は
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

●
防
犯
対
策
を
す
る
た
め
に

犯
罪
の
手
口
を
知
り
、
そ
の
た
め
の
防

御
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
車
上
ね
ら

い
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、「
車
の
中
に
物

を
置
か
な
い
。」
と
い
う
防
御
策
を
と
っ
て

い
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
空
き

巣
で
狙
わ
れ
な
い
家
で
例
え
て
み
る
と
、

な
ど
で
す
。
人
気
が
あ
り
、
敷
地
内
に
侵

入
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
状
況
で
は
、
家

に
侵
入
す
る
こ
と
が
、
難
し
く
な
り
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
防
犯
対
策
を
、
し
っ
か

り
と
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で

す
。

2

悪質巧妙化している犯罪は、未然に防ぐことは
できないのでしょうか。未然に防ぐために私たち
にできることは何でしょう。
それは、幼い頃から親に教わっている『あいさ

つ』で防げるのです。県内で検挙した空き巣や忍
び込みといった犯人の取調べの中で、泥棒の眼か

ら見た狙いにくい地域は、「声をかけられたりあ
いさつをされる。」という供述が多いことがわか
っています。
「犯罪件数を減らすためには」「泥棒を入らせ

ないためには」といった、地域でできる防犯対策
は何かを考えて見ましょう。

から 
　　始まる防犯対策 
あいさつ  
 　　始まる防犯対策 
あいさつ 
　　始まる防犯対策 
あいさつ 
　　始まる防犯対策 
あいさつ から から 

種　　類 内　　　　容

空 き 巣 家人等が不在の住宅の屋内に侵入し、金品などを盗むもの

自 動 車 盗 自動車を盗むもの

オートバイ盗 オートバイやスクーターなどを盗むもの

自 転 車 盗 自転車を盗むもの

車 上 ね ら い 自動車などの積荷や車内においてある金品を盗むもの

ひ っ た く り 携帯しているハンドブックなどをひったくって盗むもの

わ い せ つ 強制又は公然にわいせつな行為をするもの

●身近な犯罪の種類と内容●

・
犬
を
飼
育
し
て
い
る

・
自
動
車
が
停
め
て
あ
る

・
布
団
や
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る

・
家
の
周
囲
が
砂
利
敷
き

・
隣
の
家
や
道
路
か
ら
見
通
し
が
良
い

・
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
の
音
が
聞
こ
え
る

空き巣 自動車盗
オート
バイ盗

自転車盗
車上
ねらい

ひった
くり

わいせつ 合　計

平成
17年

20 10 24 27 40 1 4 126

平成
16年

24 12 12 26 91 1 1 167

前年比 ▲4 ▲2 12 1 ▲51 0 3 ▲41

●町内の身近な犯罪発生状況（平成17年1月1日～10月末日現在）●



●
『
あ
い
さ
つ
』
で
犯
罪
を
ブ
ロ
ッ
ク

「
自
分
で
防
犯
対
策
を
し
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
。」、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
い
か
に
泥
棒
を
地
域
に
入
れ
な
い

か
。」、
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
域

全
体
で
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
は
防
げ
ま

す
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
地
域

に
泥
棒
を
侵
入
さ
せ
ず
に
済
む
か
が
、
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
方
法
の
一
つ
に
、

『
あ
い
さ
つ
』
が
あ
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
り
、

「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
普
段
か
ら
声
を
掛
け

合
い
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
「
何
か

ご
用
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
る
地
域
で

は
、
泥
棒
は
顔
を
覚
え
ら
れ
る
と
い
う
認

識
が
あ
り
、
不
審
者
が
侵
入
で
き
な
い
地

域
と
い
う
供
述
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
少
年
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
も
可
能

で
す
。
地
域
・
家
族
全
員
で
防
犯
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
…

昨
年
度
よ
り
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
自
治
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域

の
防
犯
意
識
が
高
く
な
り
、「
自
分
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
。」
と
い
う
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
中
や
、
買
い
物
な
ど
に
出

か
け
て
い
る
途
中
で
怪
し
い
と
思
っ
た

ら
、
一
一
〇
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

人
物
の
特
徴
（
服
装
・
身
長
・
年
齢
）
や

車
の
特
徴
（
ナ
ン
バ
ー
・
車
種
・
色
）
を

メ
モ
で
書
い
て
通
報
を
す
れ
ば
、
慌
て
ず

に
対
応
で
き
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
が
地
域
の
ガ
ー
ド
マ
ン
で
す
。

防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
、
犯
罪
が

な
い
住
み
や
す
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

3

地域の環境 近隣住民等の状況

狙いやすい
・ゴミが散乱している

・人通りが閑散である
・自転車が乱暴に放置されている

狙いにくい

・防犯カメラが設置されている ・じろじろ見られる

・外灯が設置されている ・声をかけられたりあいさつされる

・地域に人が集まる施設がある ・パトロール活動をしている地域

・住民が立ち話をしている

・子どもが遊んでいる

●泥棒に「狙われやすい」「狙われにくい」地域環境・住民の状況●

防犯パトロールで泥棒を寄せ付けない
町と石橋警察署では、昨年度より防犯パ

トロールによる啓発活動を推進しています。

地域で協力し、防犯意識を高めようと、

町内数か所の自治会では自主的に『防犯

パトロール』を実施しています。

10月27日斥に、石田地区の周辺自治

会が協力し、パトロールが実施されまし

た。また、峰町自治会でも、10月29日析

より定期的に行っています。

石田地区で実施した防犯パトロールで

は、午後6時から8時まで一軒一軒回り、

車の鍵はかかっているか、車の中に置き

忘れている物はないかを調べ、忘れてい

る人には、鍵を閉めたり物を置かないこ

との大切さを伝えてきました。

パトロール後の反省会では、「防犯に

対する認識不足だった。」などの意見が

出され、あらためて施錠の大切さに気づ

くこともあったようです。石田地区では、

定期的に各自治会の防犯パトロールを実

施していくことになりました。

紹介した『防犯パトロール』や『警察

官の講話』を希望する場合は、役場総務
課交通防災係（牲○56 9115）までご連絡
ください。石田地内の防犯パトロールの様子

犯罪者は暗い所を好みます。夜間、門灯や玄関灯を点灯させ
街を明るくしましょう。

夜間照明で街を明るく

ぼうはん
・ベルくん



●年末年始は飲む機会が増えます。絶対に飲酒

運転はやめましょう。

●夕暮れが早くなります。ドライバーは日没30

分前には前照灯をつけましょう。

●夜間徒歩や自転車で外出する際には、明るい

服装で夜光反射材（タスキ・反射テープ）を

身につけましょう。

●運転者、同乗者が互いに声を掛け合ってシー

トベルト着用の習慣を身につけましょう。

●乳幼児を同乗させる時は、必ずチャイルドシ

ートを使用し安全を確保しましょう。

・運転するなら酒は飲まない。

・運転する人に酒を勧めない。

・酒を飲んだら運転しない。

・酒を飲んだ人に運転させない。

●車から離れるときは必ずキーをはずしてロッ

クをしましょう。

●車内に貴重品やバックなどは置かないように

しましょう。

●自転車やオートバイはなるべくツーロック

（2か所）施錠をしましょう。

●自転車は、防犯登録をしましょう。

●駐車する際には明るい駐車場・駐輪場に駐車

しましょう。

●手荷物を持って歩く際には、車道と反対側に

持つようにしましょう。

●人通りのある道を選びましょう。

●親切を装う泥棒がいます。金融機関の帰りに

は注意し、声をかけられたら荷物をしっかり

持ちましょう。

12月は昔から「師走」と呼び、寒いながらも

人の動きが活発になります。

人の動きがあれば、必ず事件・事故が多発しま

す。12月11日隻から1月10日惜までは年末・

年始の特別警戒、12月11日隻から31日析まで

は年末の交通安全運動が始まります。

未然に自分が被害者・加害者にならないよう、

次の点に注意しましょう。

① 事件・事故名（交通事故、盗難など）
② 場所（現在いる場所の住所、目標となる公的施設・建物・神社仏閣など）
③ 発生時間（「いま」、「5分前」など）
④ 犯人の人数、服装、逃走方向、使用車両のナンバーなど
⑤ 通報した人の氏名、住所、性別、負傷の有無など

4

事件や事故が起こってしまった場合に110番通

報をしますが、通報をする際に下記の5つのポイン

トを把握し、発生時の早期解決につなげましょう。
5つのポイント 5つのポイント 5つのポイント 

▼問い合せ先＝石橋警察署　生活安全課・交通課 牲○52 0110
総務課　交通防災係 牲○56 9115

※警察では聴覚障害者用の「メール110番」（アドレスm110.tochigi.police@aioros.ocn.ne.jp）

や「ファックス110」（0120－834－110）があります。

四
な
い
運
動

◎防犯では… ◎交通では…

110番通報の



あなたは夜道の歩行中にヒヤッとした経験はありませんか？ あなたは夜道の歩行中にヒヤッとした経験はありませんか？ 

栃木県警察本部では、靴のかかと部分に反射テープ
を付ける『あし・ピカ運動』（～12月31日）を実施し
ています。
歩行中の交通事故死者数の約7割は夜間の被害者で

す。特に暗い夜道を歩くときに、黒っぽい服装での外
出は禁物です。夜間の歩行中の交通事故防止には、ド
ライバーから見つけやすくすることも効果的です。
夜、ライトを付けた車は歩行者からはよく見えます

が、車から歩行者が、見えているとは限りません。
反射材を付けて、あなたの存在を車に知らせ夜間の

交通事故を防ぎましょう。
※「あし・ピカ」用の反射材をお求めになる場合は、
警察署最寄りの交番駐在所へ問い合わせてください。

5

靴底のかかと部分に反射材を貼ると
ドライバーから見つけやすくなります

最近、児童生徒を取り巻く社会状況を見ると「声かけ事案」や「付きまとい事案」など、思わ
しくない事態が各地で起こっています。町の児童生徒の校外の生活も心配されます。そこで、町
民の皆さんの力をおかりして、子どもたちの安全な環境作りをお願いします。

児童生徒の安全対策にご協力を…

●防犯ブザーのかん高い音が聞こえた時には、外に出て児童生徒

に声をかけてください。

●児童生徒が不審な人物や車両などに声をかけられたり、追われ

たりして助けを求めたときは、温かく受け入れてください。さ

らに雨宿り、用便、気分が悪くなった時も受け入れてください。

●児童生徒に温かい言葉をかけてください。（愛の一声運動にご協力を）

・「おはようございます」「こんにちは」などのあいさつ

・暗くなって一人で歩いている

・タバコを吸っている

・自転車の危険な乗り方をしている

●近所で不審な人物や車両を見かけたときや、深夜グループによ

る遊びなどを見かけた時は、早めに警察（110番）などへ通報

をお願いします。

▼問い合せ先＝町教育委員会 牲○56 9156

・石橋警察署 牲○52 0110
・上三川交番 牲○56 2004
・西汗駐在所 牲○56 4585
・多功駐在所 牲○53 1297

警
察
へ
の
連
絡
先

～ あし・ピカ運動推進中！～




